
 

女川原子力発電所 定期検査・主要機器点検情報 

 

Ｎｏ．３   （平成１７年１１月分）

号 機 ３号機 定 期 検 査 第３回定期検査 

件 名 スクラム弁ボンネット部の水のにじみについて 

月 日 平 成 １７年 １１月 ２１日 （月 ） 発  生 発  見 確  認

場 所 原子炉建屋 設 備 制御棒駆動水圧系 設備区分 
安全上重要な 

系統 

設備概要 
原子炉の緊急停止（スクラム）の際は、スクラム弁が開弁し、制御棒駆動機構

の駆動ピストン下面に水圧がかかることで、制御棒が急速に挿入されます。 

所 見 

・制御棒駆動水圧系の検査において、スクラム弁（入口弁）のボンネット部で水
のにじみを発見しました（１１月２１日）。当該弁を分解点検したところ、弁
箱側のフランジ面に微小なゴムマットの破片＊を確認しました（１１月２１
日）。 

・原因は、１０月１０日から１０月２６日に実施した当該弁の分解点検時に、微
小なゴムマットの破片がシール用のＯリングに付着した状態でフランジ面に
組み込まれたため、その部分から漏えいに至ったものと推定されます。 

・当該弁については、Ｏリングを新品と交換した後、漏えい検査および機能検査
を実施し、異常がないことを確認しました。（１１月２２日） 

・なお、にじんだ水は復水であり、放射性物質をほとんど含んでおりません。 
 
※ ゴムマットは当該弁の点検において、機器および床面の保護のために使用し
ているものです。 
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